
「家
計
収
入
」、
「消
費
支
出
」

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か

を
数
値
化
し
た
も
の
。

景
気
の
動
き
は
、
現
状
実

績
を
見
る
と
、Ｄ
Ｉ
値
（「良

は
同
様
の
協
定
を
結
ん
で
い

た
が
、
信
用
組
合
と
は
今
回

が
初
め
て
。

同
日
、
ぐ
ん
ま
み
ら
い
信

組
本
部
で
行
わ
れ
た
協
定
書

調
印
式
で
小
林
理
事
長
は

支
店
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
る
低
水
準
。
一方
、
負
債
総
ｏ
万
円
だ
っ
た
。

　　　

額
１０
億
円
を
下
回
る
倒
産
だ

２
月
の
県
内
企
業
倒
産
（賃
額
は
負
債
１
０
０
億
円
以
上

　

業
種
別
に
み
る
と
件
数
が
つ
た
。

，

債
総
額
１
０
０
０
万
円
以
の
大
型
倒
産
が
１
件
発
生
し
最
も
多
か
った
の
は
製
造
業

　

同
支
店
で
は
「当
面
、
企

上
）
は
８
件
だ
っ
た
。
前
月
た
こ
と
か
ら
前
月
比
で
９４
億
と
サ
ー
ビ
ス
業
他
の
各
３
件
業
倒
産
が
急
増
す
る
要
因
は

比
で
は
変
わ
ら
ず
、
前
年
同
１
８
０
０
万
円
増
、
前
年
同
で
、
次
い
で
卸
売
業
、
不
動
見
当
た
ら
な
い
が
、
人
手
不

月
比
４
件
の
増
加
だ
っ
た
。
月
比
で
１
１
４
億
９
８
０
０

産
業
が
そ
れ
ぞ
れ
１
件
だ
っ
足
が
直
接
、
間
接
に
影
響
し

…
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プ
レ
マ
の
飯
野
社
長
堆綴
霧
筆
癖
鵬勝
一誹
議
筆
？
ぅ
１
峯
葉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に
従
事
し
て
お
り
、
有
機
農

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
別
と
言

　

一方
、
飯
野
氏
は
自
社
の

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
取
得
へ
の
意

零謹
雛
骸灘
護
衛調
墓
開
議
認醗
酵
幼
轟
戴謝議

事
・

；
会
７
；
轟

ぎ
とがぎ

準
楚
ヲ

彼
女

た
は醒

　

塵
圏

ル
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
業
」
を
調
査
・研
究
す
る
よ
摘
す
る
。

　　　　　

マ
・オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・ド
リ

ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か
り
学

精
力
的
に
活
動
す
る
ス
Ｔ
パ
う
に
な
った
。

　　　

し
か
し
、十県
の
女
性
の
参
Ｔ
ム
」
と
名
付
け
た
中
期
経
び
、
故
郷
で
有
機
農
業
を
広

　　

．
議一総轄獅議

Ｙ

Ｉ
経
営
者
が
い
る
。
シ
リ
ア

　

大
学
院
を
卒
業
後
、
ナ
チ
画
や
活
躍
は
内
閣
府
の
項
自
営
計
画
の
第
１
、
第
２
フ
ェ

　

め
る
先
駆
け
に
な
っ
て
ほ
し

ル
・ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
Ｔ
一

　

ュ
ラ
ル
ハ
ウ
ス
で
オ
ー
ガ
ニ

　

で
み
る
と
進
ん
で
い
な
い
の
ー
ズ
で
、
土
壌
改
革
、
組
織

い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
飯

　

　

　　
　
　
　

　
　

　

　　

　　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　

は
、
オ

ガ
ニ
ッ
ク
農
業
と
だ
わ
っ
た
健
康
食
品
の
商
品

　

「子
育
て
と
社
長
業
の
両

　

ジ
ェ
ン
ダ
１
平
等
と
女
性

　

こ
う
し
た
．
グ
ロ
ー
バ
ル

ヒ
ー
リ
ン
グ
フ
ー
ド
を
武
器

開
発
を
担
当
し
、

０６
年
に
プ
立
な
ど
は
、
家
族
な
ど
の
協

の
社
会
進
出
を
支
援
す
る
観
な
目
線
か
ら
行
わ
れ
た
組
織

　

．

に
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
レ
マ
に
転
身
。
当
初
は
商
品
力
と
支
え
が
↓

で
の
飛
躍
を
誓
っ
。

　　

開
発
な
ど
を
担
当
し
た
が
、
で
き
る
こ
と

　

飯
野
氏
は
現
在
、
家
族
を
１５
年
に
社
長
に
就
任
し
た
。
で
な
く
、
企
ヰ

東
京
に
残
し
、
群
馬
と
東
京

　

社
長
業
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ユ
ニ
テ
ィ
ー
点

を
往
復
す
る
忙
し
い生
活
を
ま
な
顔
を
も
つ飯
野
氏
に
女
会
参
画
を
秦

灘
灘

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

「オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
露
肋」
を

公言して屡
らき
飯
騒
輯
蝋
璽瓢
霊
園
霊
園
隠

自慢の小松菜を持つ飯野社長

女
性
の社
会
参
画
が
遅
れ
野
氏
の
ル
ー
ツは
大
学
時
代

て
い
る
と
言
わ
れ
る
本
県
に
・
人
暮
ら
し
を
し
た
こ
と

に
、
代
表
取
締
役
社
長
、
Ｃ
だ
っ
た
と
い
う
。
１
人
暮
ら

粕川から鰹界を展望する

ま
た
、

１７
年
に
生
産
チ
ー
受
け
て
い
る
が
、
海
外
市
場

ッ
ク
に
つ
い
て
学
べ
る
体
験
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ

ム
初
の
女
性
の
正
社
員
と
し
進
出
を
念
頭
に
１８
年
中
の
グ
型
農
場
を
実
現
す
る
た
め
の
ッ
ト
で
求
め
ら
れ
る
課
題
に

て
、
角
田
咲
恵
さ
ん
を
新
卒
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
を
目
準
備
を
開
始
す
る
ｏ

　　　

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
る
。

で
採
用
。
さ
ら
に
、
ダ
イ
バ
指
し
て
い
る
。

　　　　　

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業

　

「世
界
に
プ
レ
マ
の
商
品

ー
シ
テ
ィ
ー
・グ
ロ
ー
バ
ル

　

ま
た
、

１８
年
に
も
「プ
レ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
計
画
す
を
届
け
た
い
」
と
語
る
飯
野

人
材
の
登
用
に
も
積
極
的

マ
・ヒ
１
リ
ン
グ
・ビ
レ
ッ
る
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
力
と
付
氏
が
掲
げ
る
「海
外
か
ら
も

で
、

１７
年
か
ら
外
国
人
技
能
ジ
（仮
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
、
認
め
ら
れ
る
モ
デ
ル
有
機
農

実
習
生
の
受
け
入
れ
を
始
め
‐
を
立
ち
上
げ
る
。
同
プ
ロ
ジ
あ
ら
ゆ
る
戦
略
オ
プ
シ
ョ
ン
場
」
の
今
後
の
展
開
に
注
目

た
。

　　　　　

，

　

エ
ク
ト
を
通
じ
、
都
内
に
情

の
活
用
に
も
意
欲
的
だ
。

　

し
た
い
。

取
材
当
日
に
は
ベ
ト
ナ
ム
報
発
信
基
地
を
作
り
、
国
内

　

飯
野
氏
は
、
女
性
の
社
会

　

・

　　　

（関
泰
彦
）

出
身
の
ホ
ァ
さ
ん
盈
）
と
外
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
や
参
画
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

（第＝キ塗垂肘史４勿言忍百「）


